
〔開催趣旨〕 

近世の旅行案内書を中心とする品川歴史館所蔵の今井金吾コレクションを主に活

用し、温泉の成り立ちと文化を、各地の温泉地の絵図、和書、写真パネルを使って展

示した。なお、本展は、日本温泉文化研究会の協力により開催した。

〔展示内容〕  

・絵巻に見る温泉地 

特別公開『箱根権現縁起絵巻』[正覚院本]（個人蔵） 

・品川宿と熱海温泉   ・湯まちの風情 

 ・湯の湧くところ    ・野沢温泉 

 ・湯屋と湯ぶね     ・湯どころの姿あれこれ 

 ・湯宿の情景      ・湯の神仏と祈り 

〔開催趣旨〕 

 平成 24 年度特別展「品川鉄道事始」より品川区の鉄道の歴史部分を再構成し、写真

パネルや路線図等を活用して、特別展では展示しきれなかった部分を中心に品川区の鉄

道の歴史の流れを紹介した。 

〔展示内容〕 

鉄道唱歌、五反田駅・大崎駅駅標、東京横浜間電気工事記念写真帖、 

東海道新幹線品川駅開業ポスター、京浜急行路線図、東急目蒲線路線図、 

池上線開業出資願、大森貝塚出土遺物 他 

コーナー展示 

「温泉の魅力、再発見―湯どころの姿あれこれ―」

期  間  平成 24 年 5 月 12 日（土）～7月 15 日(日) 56 日間 

  会  場  1 階ロビー 第二展示室 小講堂 

  入館者数  2,144 名 

コーナー展示 

「品川鉄道物語」

期  間  平成 24 年 12 月 11 日（火）～3月 17 日(日) 73 日間 

  会  場  小講堂 

  入館者数  5,101 名 



〔開催趣旨〕 

品川歴史館では毎年夏休み期間中、小学生を対象にし、体験型の展示やワークシー

トを取り入れて、楽しみながら歴史を勉強する機会を提供している。本年は、上記の

内容に加えて、木樋を展示するなど、江戸時代の水を汚さない生活を紹介し、現在の

生活を振り返る機会にしてもらった。 

〔展示内容〕  

・触れる展示･･･土器の破片 

・体験型展示･･･駕籠、石臼、薬研、 

パズル（鉄道錦絵、東海道五十三次、妙国寺絵図） 

・水と暮らしと環境の展示･･･木樋（江戸時代）、水道管（明治・大正時代） 

・ワークシート（全問正解した子どもには、下敷きをプレゼント） 

〔開催趣旨〕 

特別区協議会との共催で、品川区文化施設の紹介展として、品川歴史館の魅力を紹

介した。 

〔展示内容〕  

江戸時代の品川は、東海道第一の宿としてにぎわったほか、風光明媚な行楽の地で

もあった。今回の展示では、海の見える風景、お花見や紅葉狩り、潮干狩りなど、 

四季折々の江戸名所・品川を当館所蔵の浮世絵によって紹介した。 

また、鉄道開通 140 周年にちなんだ珍しい鉄道錦絵も展示した。 

コーナー展示

「子ども歴史展示コーナー」

期  間  平成 24 年 7 月 18 日（水）～10月 7 日(日) 69 日間 

  会  場  1 階ロビー 

  入館者数  2,210 名 

東京区政会館 品川歴史館紹介展

「江戸名所・品川浮世絵づくし」

期  間  平成 24 年 10 月 18 日（木）～11月 15 日(木)   

  会  場  東京区政会館 1 階エントランスホール 

  入館者数  館外での開催のためカウントなし 


